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『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
（
ワ
ー
グ
ナ
ー
）
1
法
と
革
命

伊

藤

嘉

啓

リ
ッ
ト
ン
卿

　
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
　
（
ミ
§
N
斜
譜
、
富
ミ
鳴
§
、
露
払
§
§
、
罷
轟
O
）
は
、
歴
史
上
実
在
の
人
物
の
名
ま
へ
を
題
名

に
し
て
み
る
。
コ
ー
ラ
・
デ
ィ
・
リ
エ
ン
ツ
ィ
（
O
O
一
9
q
一
理
①
臨
）
は
；
二
三
年
に
ロ
ー
マ
に
生
ま
れ
た
。
一
三
四
七
年
に
、
そ
の
頃
、

横
暴
を
極
め
て
み
た
貴
族
た
ち
を
ロ
ー
マ
か
ら
一
掃
し
て
、
古
代
ロ
ー
マ
に
倣
ひ
、
共
和
制
を
復
活
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
民
衆
は
離
反
し
、

さ
ら
に
、
教
皇
か
ら
は
、
破
門
さ
れ
、
革
命
は
失
敗
に
終
っ
た
。
五
二
年
に
、
名
誉
を
回
復
さ
れ
、
一
時
、
ロ
ー
マ
の
政
界
に
復
帰
し
た
が
、

五
四
年
に
暗
殺
さ
れ
た
。
い
か
に
も
革
命
家
に
ふ
さ
は
し
い
最
後
だ
つ
た
と
云
へ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
一
般
に
広
く
知
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
三
五
年
に
書
か
れ
た
、
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン
の
小
説
『
リ
エ
ン

ツ
ィ
、
最
後
の
護
民
官
』
（
ミ
§
斜
ミ
鳴
冒
無
亀
§
竈
曽
§
町
籔
に
よ
っ
て
f
あ
る
。
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン
（
国
α
≦
帥
匡
　
O
Φ
o
お
Φ

Ud

､
≦
2
－
い
旨
8
P
　
H
。
。
O
ω
1
認
）
（
一
八
六
六
年
、
男
爵
と
な
り
、
以
後
は
、
リ
ッ
ト
ン
卿
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
で
あ
り
、
政
治
家

で
も
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
は
、
明
治
時
代
に
、
そ
の
多
く
の
作
品
が
翻
訳
さ
れ
た
。
『
花
柳
春
話
』
（
明
治
十
一
年
目
『
寄
想
詩
史
』
（
明

治
十
二
年
）
な
ど
十
指
に
余
る
数
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
『
リ
ェ
ン
ッ
ィ
』
も
入
っ
て
み
て
、
『
慨
世
論
意
』
（
よ
り
詳
し
く
は
、
「
開
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ゆ

巻
悲
憤
」
と
角
書
が
つ
く
）
と
な
っ
て
を
り
、
訳
者
は
坪
内
遽
遥
、
明
治
十
八
年
の
出
版
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
翻
訳
、
前
半
の
み
で
、

後
半
は
訳
さ
れ
て
み
な
い
。

　
最
初
の
丹
羽
純
一
郎
訳
『
花
柳
虹
鱒
」
は
大
当
た
り
に
あ
た
り
、
そ
れ
か
ら
、
西
洋
の
小
説
の
訳
と
い
へ
ば
、
「
花
」
と
か
、
「
春
」

ど
か
“
入
っ
た
題
を
つ
け
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
と
、
版
元
が
思
ひ
ご
ん
で
了
つ
た
程
で
あ
っ
た
（
「
迫
遥
選
集
」
別
冊
2
、
春
陽
堂
、
二
頁
）
。

末
広
鉄
腸
の
「
雪
中
梅
』
や
『
花
継
当
㎞
は
、
翻
訳
で
は
な
く
、
創
作
で
あ
る
が
、
こ
の
題
名
は
「
花
柳
春
話
」
か
ら
の
影
響
を
受
け
て

み
る
。
し
か
し
、
明
治
時
代
の
政
治
小
説
流
行
の
波
が
去
り
、
リ
ッ
ト
ン
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
や
う
な
大
作
家
で
な
い
と
分
か
る
と
、

日
本
で
も
、
リ
ッ
ト
ン
の
作
品
は
急
速
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
、
リ
ッ
ト
ン
が
も
う
一
度
、
日
本
人
の
注
意
を
あ
つ
め
た
。
そ
れ
は
満
洲
事
変
後
、
国
際
聯
盟
が
派

遣
し
た
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
団
長
、
リ
ッ
ト
ン
卿
は
、
あ
の
作
家
の
孫
だ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
リ
ッ
ト
ン
は
満
洲
視
察
の
前
に
、
日
本
に

も
立
ち
寄
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
「
私
の
家
の
書
架
の
中
に
、
祖
父
の
小
説
の
日
本
語
訳
が
あ
る
の
を
子
供
の
時
か
ら
見
知
っ
て
み
る
。

そ
れ
に
は
珍
し
い
日
本
の
挿
絵
が
入
っ
て
み
た
。
そ
ん
な
関
係
か
ら
日
本
に
行
く
の
は
特
に
な
つ
か
し
い
」
と
語
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
東
京
日
々
新
聞
」
は
、
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン
の
小
説
が
数
多
く
わ
が
国
に
翻
訳
さ
れ
て
み
る
こ
と
を
学
芸
欄
に
取
り
上
げ
た
（
木
村

毅
「
リ
ッ
ト
ン
卿
を
迎
へ
て
」
、
昭
和
七
年
二
月
二
七
、
八
日
）
。
す
る
と
、
外
務
省
は
、
早
速
、
こ
の
記
事
を
英
訳
し
、
リ
ッ
ト
ン
に

見
せ
て
み
る
。
な
ん
と
か
、
満
洲
事
変
に
対
し
て
好
意
的
な
報
告
を
期
待
出
来
な
い
も
の
か
と
の
思
惑
で
あ
っ
た
。

　
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
は
、
日
本
の
行
動
を
侵
略
と
見
な
し
た
も
の
・
、
満
洲
に
お
け
る
、
日
本
の
特
殊
権
益
は
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

わ
が
国
は
こ
れ
を
不
服
と
し
、
結
局
は
、
国
際
聯
盟
を
脱
退
し
た
。
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ニ
　
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
評
価

　
話
を
リ
エ
ン
ツ
イ
に
も
ど
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
作
家
の
関
心
を
引
く
ら
し
く
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
主
人
公
と
し
た
作
品
が
幾

つ
か
書
か
れ
た
。
異
色
の
も
の
と
し
て
は
、
あ
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
（
男
「
剛
①
農
O
ゴ
国
躍
①
一
〇
〇
矯
　
一
Q
◎
〒
Φ
α
）
に
、
『
コ
ー
ラ
・
デ
イ
・
リ
エ
ン
ツ
イ
』

と
題
す
る
戯
曲
（
草
稿
）
が
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
二
十
歳
ご
ろ
（
一
八
四
〇
年
か
、
四
一
年
）
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
て
る
る
。
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
思
想
的
発
展
を
見
る
人
に
は
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
、
で
、
リ
エ
ン
ツ
イ
、
ブ
ル
ワ
；
・
リ
ッ
ト
ン
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
三
人
並
べ
て
見
る
と
、
共
通
項
が
な
い
で
は
な
い
。
リ
エ
ン
ツ
イ

は
革
命
家
と
な
っ
た
が
、
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
ブ
ル
ワ
i
・
リ
ッ
ト
ン
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
文
学
と
政
治
に
二
股
を
か
け
て
み
た
し
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
（
マ
ル
ク
ス
の
や
う
な
学
究
一
筋
と
は
異
な
り
）
↓
八
四
九
年
の
民
衆
蜂
起
に
身
を
投
じ
て
を
り
、
若
い
こ
ろ
は
、
故

郷
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
（
尊
崇
Φ
「
琶
）
で
文
学
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
、
こ
の
や
う
な
戯
曲
ま
で
書
い
た
。
文
学
と
政
治
が
、
こ
の
三
人
を

結
び
つ
け
て
み
る
と
云
へ
る
。

　
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
取
り
扱
っ
た
作
品
は
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
、
今
日
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
名
を
私
た
ち
に
つ
た
へ
て
み
る
の
は
、

何
と
い
っ
て
も
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
オ
ペ
ラ
の
上
演
は
稀
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ

ペ
ラ
は
、
『
さ
ま
よ
へ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
』
か
ら
最
後
の
『
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
㎞
ま
で
の
十
曲
は
、
毎
年
、
世
界
各
国
で
、
繰
り
返
し
一
、

上
演
さ
れ
て
る
る
が
、
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
は
、
こ
の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
る
な
い
。
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
は
、
『
オ
ラ
ン
ダ
人
』
の
↓
つ
前
の
作

品
で
あ
り
、
い
は
“
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
入
っ
て
み
な
い
。

　
「
リ
エ
ン
ツ
イ
』
が
、
あ
ま
り
上
演
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
オ
ペ
ラ
が
、
第
一
に
、
長
す
ぎ
る
た
め
で
あ
り
、
第
二
に
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

自
身
が
、
後
年
こ
の
作
品
を
評
価
し
な
い
発
言
を
し
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
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上
演
時
間
で
あ
る
が
、
初
演
の
時
は
、
夕
方
六
時
に
は
じ
ま
り
、
真
夜
中
過
ぎ
ま
で
、
六
時
間
以
上
か
・
つ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
オ

ー
ズ
は
、オ

ペ
ラ
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
は
、
ド
イ
ツ
で
の
、
通
常
の
オ
ペ
ラ
上
演
時
間
を
大
幅
に
超
過
し
た
の
で
、
今
で
は
、
全
体
を
上
演
す
る

こ
と
は
、
も
は
や
、
な
く
な
っ
た
。
初
日
に
、
は
じ
め
の
二
幕
が
、
次
の
日
に
、
後
の
三
幕
が
演
じ
ら
れ
る
。

（
＝
］
W
O
臣
o
N
二
≦
①
ヨ
O
ユ
O
昌
℃
薗
お
8
零
罰
ω
O
昌
8
げ
∪
窪
密
話
き
鳥
、
、
り
隷
§
ユ
W
ユ
①
抄
自
隷
§
趣
き
置
き
碁
魯
⇔
6
昏
N
）

と
、
云
っ
て
み
る
が
、
こ
の
や
う
に
、
二
日
に
分
け
る
方
法
も
、
必
ず
し
も
定
着
せ
ず
、
そ
れ
よ
り
は
、
短
縮
し
て
、
一
日
で
上
演
さ

れ
る
方
が
多
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
と
に
か
く
、
長
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
の
こ
の
オ
ペ
ラ
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
の
初
演
は
、
時
間
が
か
・
り
過
ぎ
た
も
の
・
、

大
へ
ん
好
評
で
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
一
夜
に
し
て
有
名
人
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
後
年
に
な
る
と
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
作
品
に
は
自

分
の
特
徴
が
出
て
を
ら
ず
、
他
人
か
ら
の
模
倣
が
つ
よ
い
、
と
し
て
み
る
。

一四一

「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
は
、
若
さ
の
情
熱
に
あ
ふ
れ
た
、
ド
イ
ツ
で
私
が
最
初
に
成
功
し
た
作
品
で
あ
る
。
［
…
］
こ
の
作
品
は
、

私
も
若
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
構
想
や
形
式
上
の
構
成
が
、
ス
ポ
ン
テ
ィ
ー
二
の
雄
大
な
オ
ペ
ラ
、
そ
し
て
オ
ー
ベ
！
ル
、
マ
イ
ア
ー

ベ
ー
ア
、
ア
レ
ヴ
ィ
な
ど
の
、
パ
リ
で
生
ま
れ
た
、
輝
か
し
い
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
受
け
た
印
象
に
基
づ
い
た
も

の
で
、
私
は
今
日
、
貴
兄
に
こ
の
作
品
の
意
義
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
た
り
は
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
に
は
、
私
が
後
に
作
り

上
げ
た
芸
術
観
の
本
質
的
な
特
徴
が
、
ま
だ
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。



（
N
島
島
ω
ヨ
琶
〆
⑦
き
蕊
§
§
“
b
§
ミ
ミ
§
≦
戸
ぎ
。
・
♀
＜
①
ユ
畠
噂
。
D
．
。
。
一
）

　
こ
れ
は
、
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
（
一
八
四
〇
）
執
筆
か
ら
二
十
年
後
（
一
八
六
〇
）
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
オ
ペ
ラ
を
、
そ
れ
な
り
に
評

価
す
る
見
解
も
、
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
い
は
ゆ
る
ワ
1
グ
ナ
ー
ら
し
い
特
質
は
、
『
オ
ラ
ン
ダ
人
』
以
後
と
す
る
の
が
、

通
説
と
な
っ
て
み
る
。

　
以
上
の
二
点
の
ゆ
ゑ
に
、
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
の
上
演
は
、
世
界
的
に
見
て
も
、
き
は
め
て
稀
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の

名
前
を
知
る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
に
よ
っ
て
“
あ
ら
う
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
、
高
等
学
校
の
世
界
史
の
教
科
書

に
は
、
載
っ
て
み
な
い
か
、
ま
た
は
、
出
て
み
て
も
極
く
小
さ
く
し
か
扱
は
れ
て
る
な
い
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
三
　
成
立
過
程

　
『
リ
エ
ン
ツ
イ
』
に
お
い
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
総
合
芸
術
理
論
が
、
い
ま
だ
十
分
に
確
立
し
て
み
な
い
と
し
て
も
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
つ

い
て
考
へ
る
場
合
、
こ
れ
は
無
視
出
来
な
い
主
要
作
品
の
一
つ
に
は
違
ひ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
成
立
過
程
は
、
比
較
的
に
容
易
に
追
跡

出
来
る
。

一一 ﾜ一

一
八
三
七
年
越
夏
、
短
期
間
、
私
は
ド
レ
ス
デ
ン
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
、
ブ
ル
ワ
ー
の
小
説
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
を
読
み
、
こ
の
最
後

の
ロ
ー
マ
の
護
民
官
を
、
大
き
な
悲
劇
的
オ
ペ
ラ
の
主
人
公
に
す
る
と
い
ふ
、
年
来
の
希
望
が
蘇
っ
た
。
［
…
］
私
は
五
幕
の

大
き
な
悲
劇
的
オ
ペ
ラ
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
、
最
後
の
護
民
官
』
の
草
稿
を
書
い
た
。
私
は
そ
れ
を
初
め
か
ら
大
規
模
に
構
想
し
た
の
で
、



こ
の
オ
ペ
ラ
を
1
少
な
く
と
も
最
初
は
1
小
さ
な
劇
場
で
上
演
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
な
っ
た
。
［
…
］
秋
に
、
「
リ
エ
ン

ツ
ィ
」
の
作
曲
を
は
じ
め
た
時
、
主
題
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
心
掛
け
た
。
先
輩
の
作
品
に
頼
ら
ず
、
私
は
自
分
を
焼
き
尽
く

す
感
情
、
自
分
の
芸
術
的
力
の
発
展
か
ら
意
味
あ
る
も
の
を
、
無
意
味
で
な
い
も
の
を
、
期
待
し
て
よ
い
と
云
ふ
感
情
に
の
み
没
頭

し
た
。
意
識
的
に
i
例
へ
、
わ
っ
か
一
小
節
で
さ
へ
も
1
通
俗
的
な
考
へ
は
、
私
に
は
恐
ろ
し
か
っ
た
。
感
散
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
、

私
は
冬
に
作
曲
を
つ
“
け
、
一
八
三
九
年
の
春
に
前
半
の
大
き
な
二
幕
を
完
成
し
た
。

（
・
ぎ
8
ぼ
。
噸
§
誇
冨
。
。
冨
b
§
§
§
ミ
恥
彗
§
§
§
“
羨
門
§
ミ
託
’
じ
d
o
露
量
O
o
φ
這
－
ω
）

十
一
月
十
九
日
に
、
つ
ひ
に
私
は
こ
の
あ
ら
ゆ
る
オ
ペ
ラ
を
凌
駕
す
る
大
作
を
完
成
し
た
。
既
に
、
こ
の
作
品
を
初
演
の
た
め
に
ド

レ
ス
デ
ン
の
宮
廷
劇
場
に
送
る
や
う
に
決
め
て
み
た
。
運
が
よ
け
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
再
び
ド
イ
ツ
へ
の
橋
が
架
か
る
か
も
し

れ
な
い
の
だ
。
ド
レ
ス
デ
ン
と
決
め
た
の
は
、
そ
こ
で
は
、
主
役
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
し
て
テ
ィ
ヒ
ャ
チ
ェ
ッ
ク
に
出
会
へ
る
か
ら

で
あ
る
。
（
ミ
蕊
蕊
ぽ
㌻
§
”
凱
。
・
寿
ユ
禮
り
0
り
」
㊤
Q
。
）

　　山
一ノ、

　
「
わ
が
生
涯
」
（
～
§
ミ
ぽ
㌻
§
）
は
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
、
ロ
漏
し
た
大
部
の
自
叙
伝
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
な
ほ
、
「
リ
エ
ン

ツ
ィ
」
初
演
の
時
に
、
幕
間
ご
と
に
、
作
者
ワ
ー
グ
ナ
ー
ま
で
舞
台
に
呼
び
出
さ
れ
た
こ
と
、
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
の
で
、
そ
の
後
、

全
体
を
翌
夜
に
わ
け
て
の
分
割
方
式
が
三
度
行
は
れ
た
が
、
観
客
か
ら
す
れ
ば
、
入
場
料
を
二
度
払
は
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
不
評
の
原

因
と
も
な
り
、
結
局
ま
た
、
一
晩
の
上
演
に
戻
っ
た
こ
と
な
ど
が
書
い
て
あ
る
。

　
先
に
、
書
か
れ
る
側
、
書
く
側
の
リ
エ
ン
ツ
ィ
、
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
三
人
に
は
、
「
文
学
と
政
治
」
と
い
ふ
共

通
項
が
あ
る
と
云
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
四
人
目
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
ワ
ー
グ
ナ
：
を
加
へ
て
四
人
に
な
っ
て
も
、
こ



の
共
通
項
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
リ
ブ
レ
ッ
ト
の
作
者
と
し
て
作
家
で
あ
る
点
で
は
、
異
論
は
、
よ
り
少
な
い
と
思
は
れ
る
。
通
常
、
オ
ペ
ラ
に
お
い
て
、

台
本
は
文
学
的
に
は
あ
ま
り
価
値
が
な
く
、
主
役
は
、
あ
く
ま
で
も
、
音
楽
で
あ
る
。
し
か
し
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
さ
う
し
た
従
来
の
オ

ペ
ラ
に
不
満
を
も
ち
、
文
学
、
音
楽
、
舞
踏
な
ど
の
諸
芸
術
の
総
合
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
オ
ペ
ラ
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
に

対
す
る
評
価
を
見
る
と
、
こ
・
で
は
、
詩
人
よ
り
も
音
楽
家
の
方
が
勝
っ
て
る
る
と
い
ふ
意
見
も
あ
る
が
、
台
本
は
戯
曲
と
し
て
、
か
な

り
よ
く
出
来
て
を
り
、
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン
の
く
だ
一
し
い
小
説
に
ま
さ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
と
に
か
く
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
、
文

学
に
つ
よ
く
結
び
つ
い
て
み
る
こ
と
は
、
間
違
ひ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
で
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
政
治
は
、
ど
う
か
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
、
数
々
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

の
特
質
を
非
政
治
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
み
る
（
例
へ
ば
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
苦
悩
と
偉
大
さ
」
）
。
し
か
し
、
ト
ー

マ
ス
．
マ
ン
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
重
要
な
一
面
を
、
忘
れ
て
み
る
か
、
あ
る
い
は
、
故
意
に
見
落
と
し
て
る
る
。
一
八
四
九
年
五
月
の
ド

レ
ス
デ
ン
蜂
起
に
際
し
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
バ
リ
ケ
ー
ド
戦
に
加
は
り
、
そ
の
後
、
政
治
犯
と
し
て
、
人
相
書
つ
き
逮
捕
状
ま
で
出
た
の

で
あ
る
。
か
う
見
て
来
る
と
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
も
ま
た
、
「
文
学
と
政
治
し
と
に
関
り
が
深
い
。
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四
　
法
と
文
学

　
童
話
で
馴
染
み
の
グ
リ
ム
兄
弟
の
兄
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
に
よ
れ
ば
、
法
と
文
学
と
は
一
つ
の
揺
籠
か
ら
生
ま
れ
た
（
「
法
の
内
な
る

ポ
エ
ジ
ー
」
）
。
い
は
“
、
こ
れ
ら
は
、
］
つ
の
幹
か
ら
別
れ
た
二
本
の
枝
で
あ
る
。
そ
の
た
め
で
も
あ
ら
う
か
、
文
学
の
中
の
法
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぜ

題
は
、
人
々
の
興
味
を
引
い
て
来
た
。
外
国
で
も
、
日
本
で
も
、
文
学
と
法
に
関
す
る
著
書
は
多
い
。



　
以
下
、
こ
・
で
は
、
オ
ペ
ラ
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
h
に
お
い
て
、
法
が
ど
の
や
う
に
描
か
れ
て
み
る
か
を
見
て
行
き
た
い
。

　
幕
が
上
が
る
前
に
、
ま
つ
、
序
曲
で
あ
る
。
そ
の
前
を
素
通
り
出
来
な
い
や
う
な
絵
画
、
思
は
ず
人
を
立
ち
止
ま
ら
せ
る
絵
画
、
そ
れ
が
、

い
、
絵
な
の
だ
、
と
云
っ
た
人
が
み
た
が
、
そ
れ
に
倣
へ
ば
、
記
憶
に
残
る
音
楽
が
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
と
も
云
へ
る
。
そ
の
分
類
で
い
く
と
、

「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
序
曲
は
、
既
に
後
年
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
特
質
の
萌
芽
も
認
め
ら
れ
、
一
度
聞
く
と
、
忘
れ
難
い
音
楽
に
入
る
で
あ
ら
う
。

オ
ペ
ラ
全
体
は
滅
多
に
上
演
さ
れ
な
い
の
に
反
し
、
こ
の
序
曲
だ
け
は
、
演
奏
会
で
し
ば
一
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
幕
。
場
所
は
ロ
ー
マ
、
時
は
＝
二
四
七
年
。
有
力
な
貴
族
た
ち
が
（
特
に
、
有
力
な
の
は
、
コ
ロ
ン
ナ
家
と
オ
ル
ジ
ー
二
家
）
、

横
暴
を
極
め
、
お
互
ひ
の
権
力
争
ひ
に
明
け
暮
れ
、
ロ
ー
マ
の
治
安
は
乱
れ
に
乱
れ
て
み
る
。
教
皇
は
ロ
ー
マ
か
ら
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
へ
避
難

し
た
。
こ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
み
る
。

　
幕
が
あ
く
と
、
舞
台
は
街
路
で
あ
る
。
背
景
に
ラ
テ
ラ
ン
教
会
。
前
景
に
は
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
家
。
夜
で
あ
る
。
オ
ル
ジ
ー
二
一
族
の

者
た
ち
が
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
家
の
窓
に
梯
子
を
架
け
て
侵
入
し
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
妹
イ
レ
ー
ネ
を
誘
拐
し
よ
う
と
し
て
み
る
。
そ
こ
に
、

コ
ロ
ン
ナ
一
族
の
覧
た
ち
が
登
場
、
争
ひ
と
な
る
。
教
皇
の
遣
外
使
節
・
大
僧
正
ラ
イ
モ
ン
ド
も
来
て
、
民
衆
を
宥
め
よ
う
と
す
る
が
、

収
ま
ら
な
い
。
コ
ロ
ン
ナ
の
息
子
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
も
来
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
は
貴
族
の
一
人
で
あ
る
が
、
民
衆
に
も
理
解
が
あ
る
。
（
イ

レ
ー
ネ
と
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
と
の
愛
は
、
こ
の
時
か
ら
始
ま
る
。
）

　
そ
の
時
、
市
民
た
ち
を
つ
れ
て
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
（
教
皇
庁
の
書
記
官
）
が
、
威
厳
を
も
つ
て
堂
々
と
登
場
す
る
。
貴
族
た
ち
は
、
リ
エ

ン
ツ
ィ
が
平
民
の
出
で
あ
る
と
し
て
軽
蔑
す
る
が
、
民
衆
は
リ
エ
ン
ツ
イ
万
歳
と
叫
ぶ
。
貴
族
た
ち
は
、
民
衆
か
ら
邪
魔
さ
れ
ず
に
決
着

を
つ
け
よ
う
と
、
市
の
城
門
か
ら
出
て
ゆ
く
。
（
貴
族
で
は
）
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
だ
け
が
残
る
。
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［
リ
ェ
ン
ツ
ィ
］
　
ア
ド
リ
ア
ト
ノ
、
聞
い
て
下
さ
い
、
も
う
一
言
。



貴
族
の
階
層
を
滅
ぼ
さ
う
な
ど
と

そ
ん
な
大
そ
れ
た
計
画
で
は
、
な
い
の
で
す
。

た
“
、
民
衆
も
貴
族
も
同
じ
や
う
に
従
ふ
べ
き

法
律
を
制
定
し
よ
う
と
思
っ
て
み
る
の
で
す
。
（
第
一
幕
、
第
二
場
）

［
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
］
　
忠
実
に
、
法
を
施
行
し
、

私
は
人
後
に
お
ち
ま
せ
ん
。
（
同
右
）

こ
れ
を
護
る
こ
と
に
か
け
て
、

リ
エ
ン
ツ
ィ
退
場
。
イ
レ
ー
ネ
と
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
だ
け
が
残
る
。
二
人
が
愛
を
語
っ
て
み
る
と
、
丁
香
の
音
が
聞
え
る
。
ま
た
も
棚
下
の
音
。

場
面
が
か
は
り
、
雪
起
手
が
登
場
し
、
な
が
く
吹
奏
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
家
、
あ
ら
ゆ
る
街
路
か
ら
人
が
出
て
き
て
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、

広
場
は
民
衆
に
埋
め
つ
く
さ
れ
る
。
ラ
テ
ラ
ン
教
会
の
扉
が
あ
い
て
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
鎧
を
着
て
、
し
か
し
、
頭
は
剥
き
出
し
の
ま
・
（
リ

ッ
ト
ン
の
小
説
に
従
ふ
）
先
頭
に
た
ち
、
ラ
イ
モ
ン
ド
や
民
衆
の
主
立
つ
た
者
た
ち
と
、
中
か
ら
出
て
来
た
。
皆
は
リ
エ
ン
ツ
イ
万
歳
！

屈
辱
は
終
っ
た
、
と
叫
ぶ
。
貴
族
た
ち
は
り
エ
ン
ツ
ィ
に
屈
し
た
の
で
あ
る
。

［
リ
ェ
ン
ツ
ィ
］
　
ロ
ー
マ
の
自
由
は
鉄
則
で
あ
り
、

全
て
の
ロ
ー
マ
人
は
、
こ
れ
に
従
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
第
一
幕
、
第
四
場
）

市
民
の
一
人
、
ツ
ェ
ッ
コ
が
皆
に
云
ふ
、
ロ
ー
マ
市
民
の
諸
君
、
わ
れ
一
は
自
由
と
な
っ
た
が
、
諸
君
を
こ
の
や
う
に
し
た
の
は
、
誰
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で
あ
っ
た
か
。
市
民
た
ち
は
答
へ
る
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
万
歳
、
ロ
ー
マ
人
の
王
！
　
万
歳
！

［
リ
エ
ン
ツ
ィ
］
　
そ
れ
は
（
王
）
、
い
け
な
い
！
何
よ
り
も
、
自
由
を
私
は
願
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
［
…
］

し
か
し
、
国
民
に
承
認
さ
れ
て
る
る
法
律
の
保
護
者
に
私
を
選
ぶ
な
ら
、
　
　
．

昔
の
呼
び
名
に
倣
ひ
、
護
民
官
（
＜
σ
旨
喜
信
口
）
と
呼
ん
で
下
さ
い
1
（
同
右
）

　
民
衆
は
熱
狂
し
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
も
成
功
に
酔
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
こ
の
陶
酔
を
横
か
ら
見
て
み
る
人
物
も
忘
れ
な
い
。

皆
が
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
ロ
ー
マ
人
の
王
と
、
も
て
灘
し
て
み
る
時
に
、
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
だ
け
は
、
「
不
幸
な
人
！
」
と
云
っ
て
み
る
。
何
故

な
ら
、
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
は
知
っ
て
み
た
、
民
衆
は
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
裏
切
り
、
貴
族
は
仕
返
し
す
る
こ
と
を
（
第
三
場
）
。

　
更
に
、
こ
れ
は
リ
ッ
ト
ン
の
原
作
に
も
書
い
て
は
あ
る
が
、
も
う
一
つ
冷
静
な
状
況
分
析
も
出
て
来
る
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
教
皇
の
使
節

ラ
イ
モ
ン
ド
に
、
教
皇
は
貴
族
た
ち
を
懲
ら
し
め
よ
、
と
云
ふ
が
、
自
分
が
そ
の
挙
に
出
た
ら
、
教
皇
庁
か
ら
の
支
持
は
期
待
出
来
る
の
か
、

と
確
か
め
る
と
、
ラ
イ
モ
ン
ド
は
、
そ
れ
は
目
的
の
達
成
如
何
に
よ
る
、
と
答
へ
て
る
る
（
第
一
場
）
。
つ
ま
り
、
成
功
す
れ
ば
支
持
、

失
敗
す
れ
ば
不
支
持
な
の
で
あ
る
。
正
義
が
勝
つ
（
伽
で
は
な
く
、
勝
て
ば
正
義
で
あ
る
。
常
に
、
戦
勝
国
は
善
で
あ
り
、
敗
戦
国
は
悪
で

あ
る
と
云
ふ
真
理
は
、
歴
史
を
通
じ
て
不
変
で
あ
る
。
リ
ッ
ト
ン
は
政
治
家
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
を
よ
く
心
得
て
み
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
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五
　
恩

情

　
第
二
幕
。
カ
ピ
ト
ー
ル
（
ユ
ピ
タ
i
神
殿
）
の
大
広
間
。
護
民
官
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
、
平
和
の
使
節
や
元
老
院
議
員
を
迎
へ
て
、
平
和
を

祝
し
て
み
る
。
コ
ロ
ン
ナ
や
オ
ル
ジ
ー
こ
な
ど
の
貴
族
た
ち
も
参
列
し
た
。
コ
ロ
ン
ナ
が
リ
エ
ン
ツ
ィ
に
、
君
に
こ
の
や
う
な
偉
大
さ
が

あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ま
は
、
そ
れ
を
認
め
る
、
と
云
へ
ば
、

［
リ
エ
ン
ツ
ィ
］
　
そ
れ
は
平
和
の
威
力
、
法
の
偉
大
さ
で
、

私
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
一
が
戦
っ
た
の
は

こ
の
成
果
の
た
め
だ
っ
た
の
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
［
・
・
∴

私
は
、
ま
つ
第
一
に
、
法
を
護
り
ま
す
、

何
し
ろ
、
護
民
官
で
す
か
ら
。
（
第
二
幕
、
第
一
場
）

し
か
し
、
貴
族
た
ち
は
内
心
リ
エ
ン
ツ
ィ
に
恨
み
を
も
ち
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
殺
さ
う
と
企
む
。

　
舞
台
は
祝
宴
の
場
と
な
り
、
余
興
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム
が
演
じ
ら
れ
る
。
こ
の
劇
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
執
政
官
の
妻
が
、
暴
君
に
よ
り
辱

め
を
受
け
さ
う
に
な
り
、
自
殺
し
、
執
政
官
が
同
僚
と
協
力
し
て
、
暴
君
に
復
讐
し
て
、
失
脚
さ
せ
た
故
事
に
も
と
づ
い
て
み
る
。
（
有

名
な
タ
ル
ク
ィ
ヌ
ス
と
ル
ク
レ
テ
ィ
ア
の
話
、
こ
の
主
題
は
絵
画
に
も
入
り
、
ク
ラ
ナ
ッ
ハ
や
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
に
「
ル
ク
レ
テ
ィ
ア



の
自
殺
」
が
あ
る
。
）
朔
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
の
上
演
時
間
が
長
す
ぎ
る
た
め
に
、
部
分
的
な
削
除
を
要
求
さ
れ
た
際
、
こ
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム

の
削
除
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
強
く
反
対
し
た
。
こ
の
オ
ペ
ラ
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
劇
申
劇
で
あ
る
。

　
パ
ン
ト
マ
イ
ム
に
舞
踏
が
つ
“
く
。
そ
の
時
、
オ
ル
ジ
ー
二
が
リ
エ
ン
ツ
ィ
に
近
づ
き
、
そ
の
胸
に
剣
を
刺
す
が
、
か
う
い
ふ
こ
と
も

あ
ら
う
か
と
予
想
し
て
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
下
に
鎖
帷
子
を
着
て
み
た
の
で
、
助
か
る
。
市
民
バ
ロ
ン
ツ
ェ
リ
が
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
親
衛
隊

を
率
い
て
、
広
間
を
占
拠
。
貴
族
た
ち
は
制
圧
さ
れ
る
。

［
リ
エ
ン
ツ
ィ
］
［
…
］
暗
殺
！

こ
れ
は
私
に
対
し
て
で
は
な
い
、
1
さ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
は
ロ
ー
マ
に
対
す
る
暗
殺
、

ロ
ー
マ
の
自
由
の
暗
殺
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
の
法
の
暗
殺
な
の
だ
1
（
第
二
幕
、
第
三
場
）

［
リ
エ
ン
ツ
ィ
］

［
ツ
ェ
ッ
コ
］

［
リ
エ
ン
ツ
ィ
］

　
貴
族
た
ち
は
、
法
に
従
っ
て
裁
か
れ
る
！

法
に
よ
れ
ば
、
斧
で
の
打
ち
首
！

　
そ
れ
で
は
、
死
刑
の
用
意
を
！
（
第
二
幕
、
第
三
場
）

　　　一　　二　一一

貴
族
た
ち
は
、
元
老
院
議
員
、
親
衛
隊
、
仕
丁
等
に
連
れ
ら
れ
て
、
舞
台
奥
へ
移
動
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
だ
け
が
残
る
。
イ
レ
ー
ネ
と
ア
ド

リ
ア
ー
ノ
が
登
場
。
イ
レ
ー
ネ
は
恋
人
の
父
コ
ロ
ン
ナ
の
身
の
上
を
案
じ
て
、
兄
に
た
つ
ね
た
。
答
へ
は
「
死
刑
！
」
イ
レ
ー
ネ
と
ア
ド

リ
ア
ー
ノ
は
、
コ
ロ
ン
ナ
の
命
乞
ひ
を
す
る
。

・



　
　
　
［
民
衆
の
合
唱
］
　
裏
切
り
者
に
死
を
！

　
　
　
　
裏
切
り
者
は
死
刑
に
せ
よ
1
（
第
二
幕
、
第
三
場
）

　
リ
エ
ン
ツ
イ
の
苦
悩
。
さ
う
し
て
、
つ
ひ
に
、
恩
赦
を
決
意
す
る
。
恩
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
家
に
と
っ
て
、
「
温
情
」
は
禁
物

な
の
だ
。
政
治
家
は
、
常
に
、
「
非
情
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
リ
ェ
ン
ツ
ィ
の
場
合
も
、
少
な
く
と
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
は
、
こ
の
や
さ
し
さ
が
、
結
末
の
破
滅
へ
の
予
兆
と
な
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
六
　
革
命
の
失
敗

第
三
幕
。
ロ
ー
マ
の
大
き
な
広
場
。
貴
族
た
ち
は
、
反
乱
を
起
し
た
。
人
々
は
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
行
っ
た
恩
赦
を
非
難
す
る
。

　
　
［
民
衆
、
バ
ロ
ン
ツ
ェ
リ
、
ツ
ェ
ッ
コ
］
　
護
民
官
は
わ
れ
一
に
罪
を
犯
し
た
の
だ
、

　
　
　
法
を
超
え
て
、
恩
赦
を
施
し
た
の
で
す
か
ら
。

　
　
［
リ
エ
ン
ツ
ィ
］
　
さ
う
で
す
、
あ
な
た
が
た
の
云
ふ
通
り
で
す
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
は
、
私
の
心
を
鍛
上
げ
、

　
　
　
鉄
の
決
意
で
、
法
を
守
る
こ
と
に
し
ま
せ
う
。
（
第
三
幕
、
第
一
場
）

　　　一　　三　一｝



市
民
と
貴
族
た
ち
と
の
流
血
の
衝
突
が
、
舞
台
の
外
で
起
っ
て
る
る
こ
と
が
、
暗
示
さ
れ
る
。

［
民
衆
］
　
立
上
が
れ
、
ロ
ー
マ
人
よ
！
　
自
由
の
た
め
、
法
の
た
め
。
（
第
三
幕
、
第
三
場
）

リ
エ
ン
ツ
ィ
側
が
、
貴
族
た
ち
を
制
圧
し
て
、
凱
旋
し
て
来
る
。
コ
ロ
ン
ナ
も
命
を
落
と
し
、
死
骸
が
運
ば
れ
て
来
た
。
そ
れ
を
見
て
、

ア
ド
リ
ア
ー
ノ
は
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
罵
り
、
舞
台
を
去
る
。

　
第
四
幕
。
人
々
は
皆
、
覆
面
し
て
登
場
し
、
不
穏
な
社
会
状
況
が
つ
た
へ
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
使
節
は
ロ
ー
マ
を
去
っ
た
。
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
の
新
帝
は
、
怒
っ
て
み
る
の
だ
。
何
故
な
ら
、
皇
帝
選
挙
に
際
し
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
、
「
北
越
」
（
ご
げ
。
鑓
毎
酔
）
に
も
ド
イ
ツ
の

諸
侯
に
異
議
を
さ
し
は
さ
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
教
皇
も
新
帝
と
諒
解
が
つ
い
て
み
る
。
民
衆
も
ま
た
、
い
ま
や
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
裏
切
り

者
と
見
て
み
た
。
妹
イ
レ
ー
ネ
と
コ
ロ
ン
ナ
の
伜
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
と
は
、
出
来
て
み
る
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
、
今
度
の
恩
赦
の
見
返
り
に
、

コ
ロ
ン
ナ
と
姻
戚
関
係
に
な
ら
う
と
目
論
ん
で
み
る
。
市
民
バ
ロ
ン
ツ
ェ
リ
、
ツ
ェ
ッ
コ
、
合
唱
が
、
「
あ
・
裏
切
り
者
1
　
あ
い
つ
は
、

自
分
の
名
誉
心
の
満
足
の
た
め
に
、
味
方
し
た
我
ら
の
血
を
流
し
、
滅
亡
の
淵
へ
と
突
き
落
と
し
た
の
だ
。
あ
い
つ
に
復
讐
し
よ
う
」
と

歌
ふ
。

　
そ
こ
に
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
あ
ら
は
れ
、
弁
舌
た
く
み
に
、
人
々
の
心
を
和
ら
げ
る
が
、
ラ
テ
ラ
ン
教
会
か
ら
ラ
イ
モ
ン
ド
が
出
て
来
て
、

リ
エ
ン
ツ
ィ
の
破
門
を
告
げ
、
破
門
者
に
味
方
す
る
者
も
ま
た
破
門
す
る
と
宣
告
し
た
。
人
々
は
リ
エ
ン
ツ
ィ
か
ら
飛
び
の
く
。
ア
ド
リ

ア
ー
ノ
が
イ
レ
ー
ネ
に
一
緒
に
逃
げ
よ
う
と
誘
ふ
が
、
イ
レ
ー
ネ
は
そ
れ
を
こ
と
わ
る
。

　
第
五
幕
。
カ
ピ
ト
ー
ル
の
広
間
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
神
に
祈
っ
て
み
る
。
そ
し
て
、
ロ
ー
マ
こ
そ
自
分
の
許
婚
だ
と
云
ひ
、
イ
レ
ー
ネ
に

ア
ド
リ
ア
ー
ノ
の
と
こ
ろ
へ
行
く
よ
う
に
す
・
め
る
が
、
イ
レ
ー
ネ
は
兄
と
運
命
を
共
に
す
る
と
誓
ふ
。
武
装
す
る
た
め
に
、
リ
エ
ン
ツ

一一l一



イ
が
退
場
す
る
と
、
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
が
来
て
、
イ
レ
ー
ネ
に
一
緒
に
ご
・
か
ら
逃
げ
よ
う
と
誘
ふ
が
、
イ
レ
ー
ネ
は
応
じ
な
い
。

　
場
面
が
か
は
り
、
カ
ピ
ト
ー
ル
前
の
広
場
と
な
る
。
人
々
は
手
に
手
に
松
明
を
も
つ
て
、
集
っ
て
来
る
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
出
て
来
て
、

民
衆
を
宥
め
よ
う
と
す
る
が
、
も
は
や
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
人
々
は
リ
エ
ン
ツ
ィ
兄
妹
に
向
か
っ
て
石
を
投
げ
つ
け
、

松
明
で
カ
ピ
ト
ー
ル
に
火
を
つ
け
た
。
カ
ピ
ト
ー
ル
は
炎
上
。
そ
こ
に
、
武
装
し
た
貴
族
た
ち
が
騎
馬
で
あ
ら
は
れ
る
。
ア
ド
リ
ア
ー
ノ

が
広
間
に
飛
び
込
み
、
イ
レ
ー
ネ
を
助
け
よ
う
と
し
た
途
端
、
大
音
響
と
共
に
、
広
間
は
く
つ
れ
落
ち
、
リ
エ
ン
ツ
イ
、
イ
レ
ー
ネ
、
ア

ド
リ
ア
ー
ノ
の
三
人
は
、
そ
の
下
敷
き
と
な
る
。
貴
族
た
ち
は
、
民
衆
を
馬
蹄
に
か
け
て
蹴
散
ら
し
、
か
う
し
て
、
ロ
ー
マ
の
一
時
の
自

由
は
終
っ
た
。

七
　
法
の
遵
守

所

　
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
ハ
ン
ス
．
マ
イ
ア
！
（
出
き
ω
ζ
鎚
Φ
N
）
は
、
物
語
の
筋
は
当
時
評
判
だ
つ
た
ブ
ル
ワ
ー
の
小
説
に
従
っ
て
み
る
が
、

内
容
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
も
の
で
あ
り
、
三
十
年
代
の
「
時
代
精
神
」
、
つ
ま
り
「
若
い
ド
イ
ツ
」
に
結
び
つ
い
て
み
る
、
と
云
っ
て
み
る
。

教
皇
庁
の
書
記
官
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
、
民
衆
の
人
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
貴
族
は
彼
に
敵
意
を
抱
い
て
み
る
。
護
民
官
（
リ
エ
ン
ツ
イ
）

の
指
導
の
も
と
に
、
ロ
ー
マ
の
民
衆
（
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
平
民
と
い
ふ
言
葉
を
使
ふ
）
は
貴
族
を
市
か
ら
追
放
し
た
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

反
貴
族
的
態
度
は
明
ら
か
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ナ
家
と
オ
リ
ジ
ー
二
家
は
五
幕
を
通
し
て
、
裏
切
り
、
好
戦
、
暗
殺
の
象
徴
で
あ
り
、

ま
つ
、
好
色
な
貴
族
た
ち
に
よ
る
純
潔
な
乙
女
の
誘
拐
の
場
で
、
第
一
幕
が
開
く
。
市
民
の
乙
女
の
純
潔
と
貴
族
の
色
好
み
、
こ
れ

は
女
性
解
放
の
お
決
ま
り
の
テ
ー
マ
な
の
だ
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
こ
の
系
譜
を
熟
知
し
て
み
た
。
即
ち
、
エ
ミ
リ
ア
・
ガ
ロ
ッ
テ
イ
や



シ
ラ
ー
の
「
フ
ィ
エ
ス
コ
」
の
フ
ェ
リ
ナ
の
娘
（
ベ
ル
タ
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、
レ
ッ
シ
ン
グ
で
も
、
シ
ラ
ー
で
も
、
い
つ
れ
に
於

い
て
も
、
タ
ル
ク
ィ
ヌ
ス
と
ル
ク
レ
テ
ィ
ー
ア
の
古
代
ロ
ー
マ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
そ
れ
を
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
パ

ン
ト
マ
イ
ム
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
の
伝
統
的
な
バ
レ
ー
に
従
ひ
、
総
譜
の
中
に
組
み
入
れ
た
。

（
＝
僧
口
ω
冨
躇
①
「
…
知
軌
鼻
亀
蔵
妻
馬
3
開
◎
零
0
7
冒
℃
q
o
●
一
〇
）

　
こ
・
ま
で
来
て
、
偶
然
、
手
に
し
た
本
で
、
他
人
の
説
を
む
や
み
に
引
用
す
る
風
潮
へ
の
警
告
に
出
交
し
た
（
高
山
岩
男
「
京
都
哲
学

の
回
想
一
、
燈
影
著
書
、
三
二
頁
）
。
虎
の
威
を
借
り
る
狐
は
、
た
し
か
に
見
苦
し
い
。
早
速
、
右
の
引
用
も
削
除
し
よ
う
か
と
も
思
っ

た
が
、
折
角
、
書
い
た
も
の
で
も
あ
り
、
消
す
の
も
面
倒
と
不
精
し
て
そ
の
ま
・
に
残
し
て
置
く
。

　
オ
ペ
ラ
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
に
つ
い
て
総
括
す
れ
ば
、
ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア
ー
の
説
明
で
ほ
“
十
分
と
し
て
い
・
や
う
に
も
思
は
れ
る
が
、

こ
れ
に
し
て
も
、
何
か
新
味
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
平
凡
と
云
へ
ば
平
凡
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
最
大
公
約
数
に
も
な
っ
て
み
る
。

　
し
か
し
、
　
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
の
中
で
異
質
の
部
分
を
含
ん
で
る
。
そ
れ
は
、
法
の
遵
守
で
あ
る
。
リ
エ
ン

ツ
ィ
は
、
引
用
か
ら
も
分
か
る
や
う
に
、
は
じ
め
か
ら
終
ま
で
、
繰
り
返
し
一
法
を
制
定
し
、
貴
族
も
民
衆
も
そ
れ
に
従
ふ
や
う
に
呼

び
か
け
て
み
る
。
な
ぜ
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
、
か
う
ま
で
法
に
執
着
す
る
の
か
。
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン
の
原
作
で
も
、
法
へ
の
言
及
は
出

て
は
来
る
が
、
オ
ペ
ラ
の
や
う
に
、
の
べ
つ
に
法
に
つ
い
て
叫
ば
れ
て
は
み
な
い
。
さ
う
す
る
と
、
こ
の
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
法
へ
の
こ
だ
は

り
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
法
意
識
の
あ
ら
は
れ
な
の
だ
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
こ
の
作
品
で
、
「
若
き
ド
イ
ツ
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
み
る
と
云

は
れ
る
が
、
こ
の
「
若
き
ド
イ
ツ
」
な
る
も
の
は
、
明
確
な
主
義
・
主
張
の
も
と
に
結
束
し
た
集
団
で
は
な
く
、
ゆ
る
く
括
ら
れ
た
グ
ル

ー
プ
に
過
ぎ
な
い
。
傾
向
と
し
て
、
大
ま
か
に
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
社
会
的
関
心
が
指
摘
で
き
る
と
し
て
も
、
こ
れ
程
ま
で
に
法
律
を
求

め
て
み
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

山ノ、



八
　
法
と
社
会

　
前
作
『
恋
愛
禁
制
』
で
は
、
あ
ま
り
に
も
厳
格
に
法
を
護
る
こ
と
へ
の
反
発
が
あ
る
。
恋
愛
と
云
ふ
や
う
な
、
人
間
の
自
然
に
も
と
つ

く
感
情
が
、
そ
の
や
う
な
リ
ゴ
リ
ズ
ム
に
優
先
す
る
。
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
以
後
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
作
品
に
ま
で
完
成
せ
ず
草
稿
で
あ
る
が
、

『
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
』
（
一
八
四
九
年
）
で
は
、
「
法
の
中
に
罪
が
あ
る
」
（
の
き
忌
§
§
職
b
苛
ミ
§
鷺
ミ
戸
ω
・
卜
。
ω
O
）
と
か
、
「
法
な
き

と
こ
ろ
に
罪
な
し
」
（
Q
り
・
卜
。
ω
ω
〉
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
こ
・
で
は
、
法
は
罪
の
原
因
と
さ
れ
て
み
る
の
だ
。

　
さ
ら
に
、
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
法
に
居
る
行
為
の
連
続
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
略
奪
、
詐
欺
、
殺
人
、
近
親

相
姦
な
ど
枚
挙
に
逞
が
な
い
。
こ
の
点
を
取
り
上
げ
た
研
究
書
も
あ
る
。
ピ
ッ
デ
『
刑
法
よ
り
見
た
《
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
》
』

（
国
・
タ
勺
凶
＆
①
”
物
勘
ぎ
ミ
ミ
薦
ミ
δ
曽
・
ミ
薦
§
恥
き
ミ
ミ
ミ
ミ
、
、
§
多
多
ミ
鳴
譜
防
乱
§
融
き
§
敦
§
き
冴
）
で
あ
る
。
ピ
ッ
デ
（
国
∋
2
＜
o
昌

霊
＆
ρ
　
H
。
。
刈
刈
1
お
①
①
）
は
、
法
律
を
学
ん
で
、
裁
判
官
と
な
っ
た
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
獲
得
し
て
間
も
な
く
、
顕
著
な
反
ワ
ー
グ

ナ
ー
主
義
者
と
し
て
、
休
職
を
命
じ
ら
れ
た
。
休
職
中
に
書
い
た
の
が
、
こ
の
本
で
、
出
版
さ
れ
た
の
は
戦
後
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ー
ド
ン
（
国
①
頃
①
旨
牢
。
ロ
α
ゴ
o
P
一
〇
。
O
⑩
－
①
㎝
）
は
、
『
十
九
世
紀
に
お
け
る
革
命
の
一
般
理
念
』
で
、
次
の
や
う
に
云
っ
て
み
る
。

弍

私
は
法
律
を
欲
し
な
い
。
私
は
い
か
な
る
法
律
を
も
認
め
な
い
。
［
…
］
法
律
は
、
有
力
者
や
金
持
に
と
っ
て
は
蜘
蛛
の
糸
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
無
力
な
庶
民
や
貧
民
た
ち
に
と
っ
て
は
、
い
か
な
る
刃
物
に
よ
っ
て
も
切
断
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う

な
鎖
で
あ
り
、
さ
ら
に
政
府
の
掌
中
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
漁
網
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
（
世
界
の
名
著
「
ブ
ル
ー
ド
ン
、
バ
ク

ー
ニ
ン
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
」
編
、
一
八
○
頁
、
中
央
公
論
社
）



　
「
指
環
」
を
書
い
て
み
た
時
の
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
法
意
識
は
、
こ
の
や
う
な
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
一
般
に
、

「
指
環
」
に
は
、
「
財
産
は
盗
品
で
あ
る
」
と
い
ふ
ブ
ル
ー
ド
ン
の
思
想
（
「
財
産
と
は
何
か
」
）
か
ら
の
影
響
が
あ
る
と
、
指
摘
さ
れ
て

も
み
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
バ
ク
ー
ニ
ン
（
り
h
尉
O
げ
巴
一
』
r
】
W
ぎ
昌
凶
昌
、
一
Q
◎
一
幽
－
刈
O
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
共
に
、
四
九
年
の
ド
レ
ス
デ
ン
蜂

起
に
参
加
し
た
「
戦
友
」
で
も
あ
っ
た
し
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。

　
ニ
ー
チ
ェ
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
指
環
」
に
つ
い
て
、

「
世
界
の
一
切
の
悪
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
る
か
」
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
自
問
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
革
命
理
論
家
と
同
様
に
、
「
古

い
契
約
か
ら
」
と
彼
は
答
へ
た
。
ド
イ
ツ
風
に
云
へ
ば
、
慣
習
、
法
、
道
徳
、
制
度
な
ど
、
そ
の
上
に
旧
世
界
、
旧
社
会
が
成
り
立

っ
て
る
る
一
切
の
も
の
か
ら
で
あ
る
。
（
Z
δ
薯
7
①
”
O
o
「
翼
書
。
瞥
ら
、
ミ
寒
日
当
b
。
矯
＝
§
ω
Φ
斜
q
っ
●
曾
O
）

一一ｪ一

と
、
書
い
て
み
る
。
旧
社
会
を
清
算
す
る
に
は
、
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
。
「
契
約
」
（
因
習
、
道
徳
）
に
宣
戦
布
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
“

あ
る
。
そ
れ
を
し
た
の
が
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
法
の
制
定
と
遵
守
を
目
指
し
た
リ
エ
ン
ツ
ィ
と
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

と
は
、
一
見
、
対
照
的
で
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
二
人
は
革
命
家
と
い
ふ
点
で
は
共
通
し
て
み
る
。
し
か
も
、
二
人
と
も
失
敗

し
た
革
命
家
と
し
て
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
で
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
に
お
い
て
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
に
、
法
が
尊
重
さ
れ
る
の
か
。
リ

エ
ン
ツ
ィ
は
、
一
時
、
革
命
に
成
功
し
た
の
に
、
ま
も
な
く
、
民
衆
か
ら
の
支
持
を
失
ひ
、
教
皇
か
ら
も
破
門
さ
れ
る
。
こ
の
失
敗
の
原

因
は
、
何
か
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
そ
れ
は
、
さ
ま
ぐ
の
要
因
の
結
果
ら
し
い
が
、
そ
の
一
つ
に
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
政
治
的
手
腕
の
未

熟
さ
が
上
げ
ら
れ
て
み
る
9
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
民
衆
離
反
の
原
因
は
、
第
一
に
、
死
刑
に
な
る
筈
の
貴
族
た
ち
を
、
リ
エ
ン



ツ
イ
が
許
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
皇
帝
選
挙
に
、
リ
エ
ン
ッ
ィ
が
鳴
を
容
れ
た
・
め
に
、
皇
帝
と
手
を
組
ん
で
み
た
教

皇
か
ら
破
門
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
破
滅
の
原
因
は
、
た
f
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
云

ひ
た
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
、
執
拗
な
ま
で
の
法
へ
の
執
着
で
あ
る
。
リ
エ
ン
ツ
ィ
は
、
あ
ま
り
に
も
理
想
に
走
り
過
ぎ
た
。
そ
れ
は
、

歴
史
書
が
指
摘
し
て
み
る
、
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
政
治
的
未
熟
さ
に
相
当
す
る
で
あ
ら
う
。
オ
ペ
ラ
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
で
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

作
品
の
中
で
異
質
な
ほ
ど
、
法
の
尊
重
が
叫
ば
れ
て
み
る
や
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
法
へ
の
過
剰
な
執
着
は
、
現
実
的
な
政
治
の
破
綻

を
招
く
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
考
へ
て
る
た
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
法
に
溺
れ
て
は
み
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
平
成
九
年
度
、
人
間
文
化
学
研
究
科
、
〈
地
域
言
語
文
化
特
論
H
＞
（
ド
イ
ツ
言
語
文
化
）
に
も
と
つ
く
］

　
　
［
注
］

（
1
）
参
照
し
た
小
説
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
は
、
限
定
五
百
部
の
豪
華
本
、
上
下
二
冊
合
計
五
百
頁
（
富
山
大
学
蔵
）
で
あ
る
。

一一繹

（
2
）
①
中
田
薫
『
徳
川
時
代
の
文
学
と
私
法
』
（
半
狂
堂
、
大
正
十
二
年
）

　
　
②
長
尾
龍
一
『
文
学
の
中
の
法
』
（
日
本
評
論
社
、
平
成
十
年
）

　
　
③
即
タ
国
ま
①
”
表
。
訂
乙
堵
超
器
「
ω
家
ゆ
α
q
畠
①
ω
≧
げ
Φ
冒
謁
①
三
日
＝
。
耳
＆
窃
α
①
三
。
。
9
2
Q
。
琶
Φ
3
一
ω
（
国
。
穿
碧
ロ
ロ
巳
9
ヨ
O
ρ
一
Φ
お
）

　
　
④
∪
．
寄
。
諺
悉
『
盛
嵩
≧
昏
①
薯
①
「
総
Q
。
ゴ
更
①
。
・
o
①
碧
①
6
冨
α
q
巴
〉
薯
①
』
曾
琶
8
8
昌
C
巳
く
①
邑
藁
蓑
霧
。
。
》
6
逡
）
な
ど
。

　
　
　
①
は
古
い
出
版
で
あ
る
が
、
い
は
ゆ
る
「
古
典
」
と
し
て
近
頃
、
岩
波
文
庫
に
も
入
っ
た
し
、
最
初
に
法
と
文
学
へ
の
興
味
を
起
さ
せ
た
本
で

　
　
　
あ
り
、
忘
れ
が
た
い
。
宮
武
外
骨
の
蒐
集
し
た
挿
絵
が
入
っ
て
み
る
が
、
内
容
は
学
術
的
著
書
で
、
法
に
関
す
る
漫
筆
で
は
な
い
。



（
3
）

「
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
も
含
め
て
近
代
の
進
歩
史
観
は
、
歴
史
に
お
け
る
勝
ち
負
け
を
そ
の
ま
ま
倫
理
的
な
善
悪
の
問
題
に
結
び
つ
け
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、
歴
史
に
お
い
て
最
後
に
勝
利
を
収
め
る
も
の
が
善
だ
と
見
な
す
の
で
あ
る
」
（
野
田
宣
雄
「
わ
た
し
の
古
典
」
〈
読
売
新
聞
〉
、
平
成
十

年
九
月
二
七
日
）

一〇二一



--Uber R. Wagners Rienzi

Yoshihiro Ito

  Der Held des Rienzi, Cola di rdenzi, war der letzte r6mische Tribun. Wagner

hat fUr seine Oper den Stoff aus einem Roman eines englischen Schriftstellers

genommen. kienzi war ein Revolutionar. 1347 vertrieb er aus Rom die anma

tsenden Adligen und verkUndete die Wicderrichtung der r6mischen Republik.

Aber das Volk entfernte sich von ihm, und er scheiterte mit seiner Reform.

  In dieser Oper richtete ruenzi einen Appell an die Offentlichkeit, die Gesetze

in Ordnung zu bringen und sie zu befolgen. Eigentlich stand Wagner den

Gesetzen eher negativ gegentiber, deren Wert er wie die Anachisten Prou-

dhon und Bakunin im Ring des Nibelungen leugnete. In der Oper war kien-

zis Politik trotzdem nur von den Gesetzen abhangig. Es fehlte ihr an Elastizitat

und sie ware vielleicht auch zu rigoristisch gewesen. Darin habe die Ursache

fur den Untergang des Helden gelegen, so wollte Wagner schreiben.


